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晴 嵐 館 報 

ご挨拶 

コロナ第８波も平穏となりつつあります。皆さま

いかがお過ごしでしょうか。コロナも５月からイン

フルエンザと同じように扱われるようになるようで

すが、感染防止のため、マスク着用、手指消毒、発

熱がないか、密集・密接・密閉を避ける、近距離で

会話や発声を行わない、換気につとめるなど、十分

に注意してまいりたいと思います。 

昨今地球規模で SDGs（エスディージーズ 持続

可能な開発目標）の取り組みがなされています。

SDGs は 2015 年 9 月の国連サミットで採択され、

2016 年から 2030 年までの 15 年で達成すべき 17

のゴールが示されています。学校教育の中でも新し

い学習指導要領で「持続可能な社会の創り手の育成」

の取り組みが進んでいます。経済や環境、社会の課

題として、書道に関わりながら何かできないかを考

えると、17 の目標のうち「③すべての人に健康と福

祉を」「④質の高い教育をみんなに」といったところ

で関わることができそうです。③の健康と福祉の目

標では、文字を見る、読む、そして書くということ

が関わるでしょう。墨を磨り、筆やペンを使うとい

うことを通じて心と体を健康にする、さらには言葉

や文章を読み書きすることで福祉につながるのでは

ないでしょうか。④の質の高い教育目標では、書道

によって人間らしい仕事に必要な読み書きの技術を

皆で共有し、生涯を通じて書道を続けていくことで

書道が人々の生きがいになればよろしいのではと思

います。 

晴嵐館理事会は書面による開催とし、令和５年度

の事業計画と予算が、３月７日をもって別記の通り

決まりました。 

展示室では、この３月 24 日から４月５日まで春

季特別展示「郷土の書家Ⅸ」、４月７日からは企画展

示「大池晴嵐の書～単体の表現Ⅰ」を開催します。

是非足をお運びください。 

学生の『中道』誌が６月号で発刊 700 号を迎えま

す。誌上掲載作品を募集中です。「中道書法展」・「全

国教育書道展」は、愛知県美術館に会場をかえて開

催します。作品締め切りに向けて早めにご準備くだ

さい。是非ご出品くださいますようお願いいたしま

す。また、「書道指導セミナー」を７月から開いてい

きます。教室運営、指導についてお互いに考えてい

きたいと思います。その他いつもと変わりませんが、

ご案内に記載のとおりです。 

今後とも公共の利益の増進をより一層はかること

ができますよう、晴嵐館の活動に対しまして何卒ご

理解を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

お知らせ 

ご案内 

 晴嵐館展示室（春季特別展示・企画展

示） 

 教室作品展 

 錬成会、受験相談会 

 中道７００号記念誌上展 

 春季検定試験・師範試験 

 特待生のコーナー 

 書道指導セミナー 

 中道書法展作品募集 

 全国教育書道展作品募集 

 師範選抜書展 

 教室案内 

 作品研究会 

 筆供養 

 展覧会お出かけガイド 

事業報告 

 中道書き初め展 

 師範証授与式、師範会 

 文房四宝講習会 

 

 第２２回理事会（みなし決議） 

 令和５年度事業計画書 

 令和５年度損益予算書 

 

 寄附金募集 

 会員募集 

 

ご案内 

晴嵐館展示室 

春季特別展示「郷土の書家Ⅸ」 

３月 24 日～４月５日 木曜休館 

観覧料３００円 

 

企画展示 

「大池晴嵐の書～単体の表現Ⅰ」 

４月７日～９月 20 日 木曜休館 

観覧料３００円 

晴嵐の肉筆を是非ご覧ください。 

 

教室作品展 

教室における学習成果を発表し、書道を愛好す

る一般市民に作品を公開することで、書道教

育・書道芸術の向上をはかります。 

３月２５日（土）午前１０時～午後４時 
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２６日（日）午前１０時～午後４時 

江南市民文化会館 １階展示室 

展示作品 漢字・かな・篆刻・こども学生書道 

 

毛筆・硬筆 春季錬成会 

春期検定試験・師範試験を実施するにあたり、作

品制作の実技指導をすることにより、合格ライン

へのレベルアップをはかります。 

日 時 ３月２６日（日）午後１時～３時 

会 場 晴嵐館 錬心講堂 

会 費 3,000 円（硬筆・毛筆ともに受講可） 

用 具 硬筆 ペン・ボールペン一式 

    毛筆 書道用具一式 

☆毛筆の条幅は、作品を持参してください。 

 

受験相談会 

検定試験受験についてのご質問などをお伺いし

ます。遠慮なくご相談ください。 

日時 ３月２６日（日）午後１時～３時 

場所 晴嵐館 錬心講堂 

相談料無料 

 

中道７００号記念誌上展 作品募集要項 

楽しんで美しく書こう！ ミニ作品 

「中道」は今年の６月号で 700 号を迎えます。み

なさん一人一人の思いによるアイデアいっぱい

のオリジナルのミニ作品を募集し、作品を紹介し

ます。毎月の清書とは違った、好きな文字、こと

ばを見つけて書いて みよう。 

出品資格 幼年・小学生・中学生・高校生（18 歳

まで） 中道誌会員に限る 

作品規格 ハガキサイズ（15 ㎝×10 ㎝）または

半紙 1/4（16.5 ㎝×12 ㎝） 縦横自由 

用紙の色は白または淡色とし、紙質は自由 

用具用材 自由 毛筆または硬筆 ひとり１点

（硬筆は筆記具自由 インク色は黒） 

書体書風 自由 

落  款 名前を記し、押印してください 

作品締切 令和 5年 3月 31日（必着） 

作品掲載 700 号（5 年 6 月号）に全作品の写真、

出品者名を掲載します（作品は返却いたしませ

ん） 

参 加 料 無料 

作品送り先 指導の先生を通じて晴嵐館へ送っ

てください（個人の方は直接）〒483-8187 江

南市大海道町青木 22 公益財団法人晴嵐館宛 

出品シール 誌上展出品シールを作品裏面には

りつけてください 

出品者名簿 ご指導の先生には ①７００号記

念の名簿に○印を書いてください ②作品は名

簿の順に重ねてください 

そ の 他 シールと名簿は４月号と同送します 

     参加者全員に記念の品を贈ります 

◎6 月号を別途ご希望の方は、5 月 5 日までに必

要冊数（１冊 500 円）を晴嵐館事務局までお申し

込みください。 

 

春季 検定試験・師範試験 

作品締切りは次の通りです。計画的にお取組み

ください。詳しくは機関誌の要項をご覧くださ

い。 

【一般部】 

毛筆漢字 ４月２８日 

毛筆かな ５月３０日 

硬筆 ６月２７日 

【学生部】 

毛筆 ６月２日（受験申込５月５日まで） 

硬筆 ６月３０日 

 

学生中道・硬筆中道 特待生のコーナー 

毛筆・硬筆 特待生出品規定 

新学年の令和５年６月号（５月５日締め切り分）

より、特待生のコーナーを設けます。 

課題は、月例の課題のほか、さまざまな臨書ある

いは創作など、自由とします。毛筆は半紙（４～

6 字）、硬筆は B 用紙（12～15 字）とします。（書

き初めの時、毛筆は八つ切り 字数自由） 

自身で選んだ題材で、工夫ある力作を出品してく

ださい。 

 

令和 5年度 書道指導セミナー 

書道教室等での指導運営にあたり、技能的理論的

技能を習得するため、研究の場を設けます。参加

料は無料。申し込み不要。 

日時 ７月２３日（日）午前１１時～１２時 

場所 晴嵐館 錬心講堂 

テーマ 手本を書く、常用漢字の字体字形につい

て、その他 

※毛筆・硬筆用具一式ご持参ください 

 

中道書法展作品募集（公募） 

愛知県美術館での開催となります 

書家ならびに書法研究に志す作家に広く開放

し、書道作家の育成と書道文化の向上と普及発展

に寄与することを目的とし、古典書法を重んじ各

自の自由な発想で創造表現した作品を募集しま

す。 

資格 １５歳以上（令和５年４月１日現在） 

部門 漢字、かな、調和体、篆刻・刻字 

作品寸法（出品委嘱以上は別に定める） 
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Ａ 小画仙半折 ＜縦横自由＞ 

Ｂ 小画仙全紙１/２ ＜四角＞ 

Ｃ 小画仙半折１/２ ＜縦横自由＞ 

篆刻は半紙サイズ（1.1 尺(33cm)×８寸(24cm)）

に押印 

刻字は 1.5 尺×３尺以内縦横自由 

出品料 10,000 円（表装料を含む）但し、高校

生・大学生等（平成 13 年 4 月 2 日生まれから平

成 20 年 4 月 1 日生まれまで）は 5,000 円（表装

料を含む）とする） 

注意（イ）作品は書き下ろしのままとする（ロ）

出品点数は一人１点とする 

展示 入選作以上 

褒賞 公募・会友作品＝特選 秀逸 佳作 

審査 本法人より委嘱の審査員による 

作品搬入 作品（書き下ろし）に出品票と協賛

料を添えて、６月２２日（木）までに 〒483-8187 

江南市大海道町青木２２番地 公益財団法人晴

嵐館へ搬入のこと 

表彰式 ８月１１日（金・祝）午後３時より、

愛知県美術館 12 階アートスペース A において入

賞入選者の表彰を行う 

その他 縦・角作品は軸装、横作品は巻子にし

て返却する。従って、軸装・巻子に表装可能な料

紙を使用すること。篆刻作品は額装にして返却す

る。 

展覧会期 ８月８日～１３日 

展覧会場 愛知県美術館 ８階ギャラリー 

 

全国教育書道展作品募集 

愛知県美術館での開催となります 

教育基本法ならびに学習指導要領に準拠し、書

道を通じて生きる力、豊かな心をめざします。優

れた作品・生徒を顕彰し、学生の書道技能ならび

に指導者の指導技術向上をはかり、学校書写書道

教育発展の一助とします。 

出品資格 幼年・小学生・中学生・高校生 

出品規定 毛筆（半紙 縦 33cm×横 24cm）・

硬筆（Ａ４ 縦 29.5cm×横 21cm またはＢ５用

紙 縦 26cm×横 18.5cm） 字句自由（幼年・小

学生は漢字の楷書（常用書体）及びひらがな・カ

タカナ、中学生は漢字の楷書・行書（書写体・旧

字体を含む）及び平易な仮名、高校生は書体書風

自由） 

作品締切 ６月３０日（金）必着 

出品料 ４００円 

表彰式 ８月１１日 

展覧会期 ８月８日～１３日 

展覧会場 愛知県美術館 ８階ギャラリー 

 

師範選抜書展 

５月になりましたら要項発送します。斬新かつ

創意工夫ある作品を一般に公開し、書道の啓蒙、

書道文化の発展に寄与することを目的として開

催します。選抜者の方には是非ご出品くださいま

すようお願いいたします。 

会期 ９月１２日（火）～１７日（日） 

会場 名古屋市民ギャラリー栄 

 

教室案内（毛筆研究） 

毎月第１・３・４土曜日 午前１０時～１２時

（都合により変更あり） 

初心者から手ほどき 検定試験、展覧会作品の

指導もいたします。 

定員 １５名（現在余裕あります） 

指導 大池青岑氏（日展会友） 

受講料 ５０００円／月（展示室観覧料含む） 

 

教室案内（篆刻研究） 

毎月第３月曜日 午前１０時～１２時（都合に

より変更あり） 

印稿作りと刻法・印学を学習します。各自思い

思いのことばを方寸の石印材に刻し、印章を仕

上げます。 

定員 １５名（現在余裕あります） 

講師 岡野楠亭氏（日展会員） 

受講料 ３０００円／月（展示室観覧料含む） 

 

中日書道展 作品研究会 

中日書道展出品作品を２～３点お持ち寄りく

ださい。 

４月２日（日）、９日（日）、１６日（日） 

午前１１時～１２時 

※新規出品は３月３１日までに申し込みが必要

です。 

 

読売書法展 作品研究会 

満 15 歳から読売書法展に出品できます。作品を

２～３点お持ち寄りください。 

５月２８日（日）、６月４日（日）、１１日（日）、

１８日（日）午前１１時～１２時 

※新規出品は５月８日までに申し込みが必要で

す。 

 

筆供養 

７月１日（土）午前９時３０分 厳修 

晴嵐館庭園内 筆塚碑前 

ご不用の筆、お寄せください。供養料は無料です。

書技上達、健康円満を祈願いたします。 

筆の受付期間 ６月２４～３０日 



晴嵐館報 令和５年 3 月 15 日発行 第 38 号 

 

 4 

 

展覧会お出かけガイド 

道風記念館 

館蔵品展「白と黒のコントラスト」 

４月２３日まで 

大池晴嵐作品も展示中 

月曜休館 

 

館蔵品展「書の魅力」 

４月２６日から７月９日まで 

月曜休館 

（電車）JR中央線 勝川駅下車、タクシー10分 

（車）名二環上り線は松河戸 IC から 3 分、下り

線は小幡 ICから 5分 

 

書道博物館 

特別展 

「王羲之と蘭亭序」 

４月２３日まで 月曜休館 

JR「鶯谷」北口徒歩 5 分 

 

謙慎書道会中部展 

愛知県美術館 

３月２８日から４月２日まで 入場無料 

 

日本の書展中部展 

愛知県美術館 

５月３０日から６月４日まで 入場無料 

 

中日書道展 

愛知県美術館 

６月１４日から１８日まで 

 

事業報告 

第４０回中道書き初め展 

令和５年１月２８日 

布袋ふれあい会館 

上位入賞者 

【一席】宇野優芯、（高２）須田倭斗、（中３）都筑一

華、（中２）足立紗優、（中１）鬼頭柚月、（小６）宇野

慧、（小５）迎咲来、（小４）早川凪、（小３）佐藤涼音、

（小２）森美仁、（小１）森咲月、（幼年）【二席】萩野

真帆、（高２）佐藤璃葵、（中３）廣森世梨、（中２）藤

田あさぎ、（中１）須田天琉、（小６）大原伶奈、（小５）

林凛和、（小４）佐野心咲、（小３）原口梨央、（小２）

堀池まこ、（小１）早川衣、（幼年）【三席】大内彩世、

（高１）寺田篤紀、（中３）髙田奈桜子、（中２）福田優

衣、（中１）太田和奏、（小６）粂井大和、（小５）松岡

柚那、（小４）千田勘太、（小３）舟橋穂夏、（小２）古

田千沙、（小１）丹羽永美那、（幼年）【癸卯賞】東桃永、

（高３）栗原彩、後藤礼愛、（中３）宮地沙彩、向井凛、

木下璃子、（中２）村山萌衣、西村桃奈、後藤那緒、杉

山凛、（中１）小杉茉那、（小６）松尾怜緒、前田愛弥

乃、松村美緒、（小５）秦凜空、（小４）井上さな、今枝

りんな、西嶋穂果、（小３）永井こはれ、（小２）宮地蓮

花、（小１）今枝れんと、（幼年）（敬称略）

 

令和４年度師範証授与式、師範会 

令和５年２月２３日 

第１部 師範証授与 

第２部 師範会 ５年度予定 

第３部 検定試験、毎月の競書について、その他 

第４部 文房四宝講習会 

 

文房四宝講習会 

令和５年２月２３日 

「屏風絵をひもとく―みんなでみるとみえてくる」 

講師 美術館教育ナビゲーター・福井県坂井市立高

椋小学校長 牧井正人先生 参加者 17 名 

 

令和５年３月７日 第 22回理事会 

みなし決議 

第１号議案 令和５年度の事業計画について 

第２号議案 令和５年度の収支予算について 

第３号議案 資金調達および設備投資の見込みにつ

いて 

 

令和５年度事業計画書（抜粋） 
Ⅰ 書道振興事業（公益目的事業１） 

1.収集、保存及び基礎的研究 

(1)作品等の展示資料収集 

大池晴嵐ならびに大池晴嵐ゆかりの地元書家、国内外の有名書家の

作品情報があれば、鋭意収集する。収集の際には、専門の学芸員が

収集選別ならびに買い上げ価格についての交渉にあたる。買い取り

資金は作品収集のための公益目的保有預金による。 

(2)作品資料等の保存・保管・整理・表装・補修・登録・評価等 

収蔵作品の保存ならびに的確な状態で保管補修等を行なう。また、

作品保管委託の申し出があれば収蔵庫に保管する。 

(3)基礎的研究 

①作品および資料に関する調査研究 

収蔵作品等についての調査研究を随時行う。 

②大池晴嵐の作品所蔵調査 

大池晴嵐の作品所蔵者に対して、作品ならびに所蔵者に関するデー

タ収集を随時行う。 

③博物館の運営等に関する調査研究 

愛知県博物館協会が主催する博物館運営等に関する部門別研修会に

参加し、作品の収集保存、展示公開等についてのスキルアップをす

ることで、より良い展示公開を行う。 

④博物館視察 

公立博物館あるいは施設の大規模美術館等から、内覧会・レセプシ

ョン等への参加要請があれば視察を行う。 

2.展示、公開、貸出および刊行 

晴嵐館本館展示室の観覧者数は年間 350名ほど、このうち有料入場

者数は団体入場者数を含めて 300名を見込む。今後も作品展示、庭

園公開、調査研究等の情報を公開し、観覧者増のＰＲに努める。 
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(1)作品等展示公開 

常設展示、企画展示、特別展示を行い、書道の振興普及に努める。

観覧料は 300円。（保護者または指導者同伴の小中学生は入場無

料、20名以上の団体は２割引き） 

①常設展示 

晴嵐館本館１階展示室において、大池晴嵐の書業を紹介し後世に伝

えるとともに、晴嵐の使用した文房四宝等の資料を随時入れ替え展

示する。 

②企画展示、特別展示 

晴嵐館本館２階展示室において、大池晴嵐作品を主に展示し、一般

に公開することにより、書道の発展振興の資とする。前半期は「晴

嵐の書～単体の表現Ⅰ」、後半期は「晴嵐の書～単体の表現Ⅱ」、

特別展示として「郷土の書家Ⅸ」、「台北故宮博物院の書画Ⅵ（複

製展示）」、「郷土の書家Ⅹ」。ホームページサイト、地域の情報

誌などを通じて観覧者の増にもつとめる。 

(2)庭園の保全と公開 

晴嵐館庭園の保全整備は、春季から夏季にかけて除草・消毒害虫駆

除、池掃除を行う。また秋季から冬季にかけて樹木の整枝・剪定を

行う。また、庭園公開は、樹木の開花時期に合わせ、随時紹介公開

する。庭園は常時無料開放。 

(3)作品等の貸出し 

大池晴嵐の書業を一般に広めるため、作品貸出しの申し出があれば

貸出す。 

(4)収蔵資料、展示資料目録等の刊行 

資料等の基礎的調査研究による成果を一般に普及し、鑑賞、研究の

用に供するため、収蔵品展示品等のデータを記載した目録等を作成

刊行する。印刷費などの実費で頒布する。 

  

Ⅱ 書道育成事業（公益目的事業２） 

1.書道教育者の育成、書道の資格を認定する事業 

(1)セミナー 

①毛筆教室 

毛筆による漢字および仮名の基礎から作品制作まで、幅広く実技技

能を高める。定員は 15名まで。受講料は月 5,000円（展示室観覧

料を含む）。 

日時 毎月第１・３・４土曜日 午前 10時～12時（年 36回） 

場所 晴嵐館 錬心講堂 

指導 日展会友 大池青岑氏 

②篆刻教室 

篆刻は書道の一分野ではあるが、非常に専門性が高い。印章につい

ての知識と刻印の技術を身に付け、書道作品制作技能ならびに鑑賞

力の助けとする。定員は 15名まで。受講料は月 3,000円（展示室

観覧料を含む）。 

日時 毎月第３月曜日 午前 10時～12時（８月休講 年 11回） 

場所 晴嵐館 錬心講堂 

指導 日展会員 岡野楠亭氏 

③書道教育講習会 

外部から専門の講師を招き書道教育に関する実技講習を行う。定員

は 15名。受講料は一般・学生とも 1,000円（展示室観覧料を含

む）。日時・講師未定。場所は晴嵐館 錬心講堂 

④毛筆・硬筆錬成会 

段級位資格試験のための対策講座を秋春２回行い、書道技能のスキ

ルアップを図る。定員は 20名。受講料は 3,000円（展示室観覧料

を含む）。 

日時 秋季 令和５年９月（予定） 春季 令和６年３月（予定） 

場所 晴嵐館 錬心講堂 

指導 晴嵐館検定試験審査員 

⑤文房四宝講習会 

書道の用具、その他周辺の学問的分野に関する講習会を行い、書道

用具等についての知識を深める。外部から専門講師を招く。定員 40

名。受講料は無料。 

日時 令和６年２月２３日（予定） 

場所 布袋ふれあい会館 

講師 未定 

⑥書道師範研修会・交流会 

書道認定師範の技能的理論的技能を維持向上させるため、書道愛好

者を交えて研修交流の場を設ける。 

日時 令和６年２月２３日（予定） 

場所 布袋ふれあい会館 

⑦作品鑑賞（随時） 

美術館や新聞社が主催する地域の書道展、美術展などの展示鑑賞を

通じて、芸術作品に対する鑑賞力、鑑識眼を高める。参加料は美術

館等の入場料を徴収。 

⑧書道指導セミナー（随時） 

書道教室等での指導運営にあたり、技能的理論的技能を習得するた

め、研究の場を設ける。参加料は無料。 

日時 令和５年５月、７月、１１月、６年２月（予定） 

場所 晴嵐館 錬心講堂 

⑨作品研究会（随時） 

書道の全国公募展の作品制作を目指す者に、制作のアドバイスを行

い、資質向上を図る。参加料は無料。 

⑩書道教育相談（随時） 

書道教育に関する様々な疑問点・問題点に対する相談を随時受け付

ける。相談内容に応じ、専門の職員が対応する。相談は無料。 

(2)書道の資格認定 

①競書 

競書は、毎月定められた同一の課題を中心に作品制作の技能を競う

ものである。学生部は毎月２点の各学年別の課題、一般部は、レベ

ル別の課題（毛筆は月７点、硬筆は月３点）により出品する。成績

は機関誌に掲載し一般に公表する。課題手本の揮毫は、晴嵐館委嘱

の書道専門家による。機関誌購読料を徴収する。 

②検定試験・師範試験 

年２回（春季・秋季）実施し、定められた課題により受験する。 

学生毛筆は５月と 10月、学生硬筆は６月と 11月、一般毛筆漢字は

４月と 10月、一般毛筆かなは５月と 11月、一般硬筆は６月と 12

月の課題により作品を募集する。出品に際しては受験料を徴収す

る。 

③審査編集 

10級を初級とし、毎月の審査により優秀と認められた作品は級位昇

格、機関誌に写真版掲載し、一部は錬心講堂に展示する。作品の審

査は、晴嵐館委嘱の書道専門家による。なお、競書の成績を掲載す

る機関誌を編集し、成績表のほかに、書道の名品名跡の紹介、毎月

の課題手本、競書および試験の成績、優秀作品の掲載、書道・書道

教育に関する各種情報を提供する。 

④段級位認定証の発行 

受験作品のレベルにより、段級位を認定し認定証を発行する。学生

部は 10級～１級、さらには準初段から八段までの認定をおこな

い、特に優秀と認められる者には、「準特待生」「特待生」の資格

を授与する。一般部は、最高位として「師範」（漢字・かな・硬

筆）の資格を授与する。また、一般毛筆芸術部（漢字・かな）に

は、６級～七段、その上に「佳士」「能士」「妙士」「特士」「範

士」「成家」の称号を授与する。「師範」以外の段級位認定証は、

受験者の教室で指導者から授与する。認定証の発行手数料は徴収し

ないが、再発行の場合は手数料を徴収する。 

⑤師範証授与式 

師範証授与式を行い、当年度師範合格者を称賛するとともに、指導

者、教育者としての責任をもって後進の指導に当たるよう自覚を促

す。２月予定。 

⑥競書優秀作品展示 

毎月の競書作品および検定試験受験作品の中から選ばれた最優秀作

品（一般から学生まで、毛筆および硬筆の作品）を随時掛け替え展

示し、書道を志す者の作品制作の指針とする。 

 

2.書道公募展事業（コンクール） 

(1)中道書法展 

15歳以上の書道愛好家、書道研究者などの作品を公募し、審査、展

示公開、顕彰することで、書道芸術の啓蒙・育成をはかる。また、

この事業では、愛知県教育委員会、名古屋市教育委員会の後援名義

使用を継続申請する。出品料は公募 10,000円、委嘱 12,000円、22

歳未満の若年者は 5,000円。（軸装料含む） 

期日 令和５年８月８日（火）～13日（日） 

会場 愛知県美術館ギャラリー 

(2)全国教育書道展 

幼年から高校生までの毛筆書道半紙作品、硬筆作品を公募審査、展
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示公開、顕彰することで、書道教育の発展・育成をはかる。また、

この事業では、中京大学との共催により開催し、近隣の県教育委員

会、市教育委員会および中日新聞社の後援名義使用を継続申請す

る。出品料は一点につき一律 400円。 

期日 令和５年８月８日（火）～13日（日） 

会場 愛知県美術館ギャラリー 

(3)師範選抜書展 

晴嵐館が認定する師範から選抜し、書道作品を募集、展示公開する

ことで、一般市民への書道文化の啓蒙と育成をはかる。出品料は一

律 3,000円。 

期日 令和５年９月 12日（火）～17日（日） 

会場 名古屋市民ギャラリー栄 

(4)中道書き初め展 

幼年から高校生までの毛筆書道書き初め作品を公募審査、展示公

開、顕彰することで、書道文化の啓蒙ならびに書道教育の育成をは

かる。出品料は一点につき 450円（ただし、「中道」競書出品者は

350円）。 

期日 令和６年１月（予定） 

会場 布袋ふれあい会館 

(5)書道教室作品展 

毛筆教室、篆刻教室等の受講者の制作作品を選定し、年１回江南市

民文化会館展示室に展示。教室における学習成果の発表の場であ

り、書道を愛好する一般市民に作品を公開することで、書道教育な

らびに書道芸術の向上を図る。出品料は一律 3,000円。 

期日 令和６年３月（予定） 

会場 江南市民文化会館 

 

3.その他 

(1)図書資料等の貸出（随時） 

晴嵐館が収蔵する図書資料を貸出し、書道を研究する一般市民又は

研究者の技術的・理論的向上を図る。収蔵図書資料は、中国や日本

の書道の名品名跡、字典辞書、実技技法書、理論書、その他美術文

学にわたる書道の周辺の書道に関する様々な図書文献約 4,000冊、

映像資料等。貸出し、閲覧料は無料。貸出し要領は蔵書貸出規程に

よる。 

(2)筆供養 

晴嵐館の庭園の一角にある大池晴嵐筆による「筆塚」碑で、毎年１

回７月に筆供養を厳修する。使い古しの筆を供養することを通じ

て、書道用具に対する感謝の念と道具を大切に扱う心を養い、書道

技術上達を祈念する。供養の導師は真言密教系の僧侶。祈祷と呪文

を唱えながら使い古しの筆を燃やす。献納料は無料。 

(3)賞状交付等（支援事業）（随時） 

地域の書道展・書道催事に対し、「晴嵐館賞」の賞状を交付すると

ともに、後援名義の使用を許可することを通じて、地域の書道活動

の振興を図り、書に携わる者を支援する。賞状交付手数料は徴収し

ない。手続きは書道催事支援事業要領による。 

(4)書道記念事業 

法人設立の周年、展覧会、機関誌等の節目の年などに、書道に関す

る様々な出来事等をテーマとして企画する行事の開催を通じて、書

道文化の継承者の育成を図り、もって書道文化の振興に寄与する。

一般市民が参加できるような書道プログラムを実施する。その内容

は、記念となる当該事業の性格により、その都度内容を企画する。

今年は、中道誌発刊 700号、中道書法展が 40回の記念となる。 

(5)施設の貸与（随時） 

書道に関する研究会等の集会を開催しようとする個人又は団体に対

して、晴嵐館の多目的研修施設（錬心講堂の研修室）を貸し出し、

書道に携わる者の活動を支援する。定員は約 40名まで。使用料は

１時間 1,000円。 

(6)研究成果の公表（毎月１回） 

書論、書道史、書道文化を含む書道関連の領域を専門家に研究委託

し、その研究成果を定期的に公表することを通じて、書道の指導者

及び研究者の資質向上を図ることを目的とする。所蔵作品や収集資

料を展示公開するための基礎的研究とは異なり、高度で専門的な研

究である。令和４年度は次の２名の専門家に委託し、その研究成果

を機関誌「書芸中道」に毎月連載発表する。 

①「禅語研究」田島毓堂氏（文学博士、晴嵐館評議員） 

②「日本古歌研究」佐藤隆氏（文学博士、美夫君志会名誉会長） 

(7)広報活動（情報公開・事業の情報提供） 

①機関誌「中道」「書芸中道」により、書道愛好家等に書道情報

を提供する。各々年 12回発行する。 

②館報により、一般市民に書道情報を提供する。年３回発行す

る。 

③晴嵐館ホームページサイトにより、インターネットを通じて一

般市民に書道情報を提供する。随時書き換えを行う。 

http://seirankan.blush.jp 

④愛知県生涯学習情報システム「学びネットあいち」により、イ

ンターネットを通じて、事業広報などを継続発信する。 

http://www.manabi.pref.aichi.jp 

⑤愛知の博物館おでかけガイドにより、展示案内の情報を発信す

る。 

⑥愛知健康マイレージにより、県民の健康増進協力店として登録

し、展示公開事業を発信する。 

⑦その他、全国紙、「中日新聞」「尾北ホームニュース」「書道

美術新聞」「広報こうなん」等にはたらきかけ、情報記事掲載を

依頼する。 

  

Ⅲ 物品の販売事業（収益事業１） 

書道芸術、書道文化の向上の一環として、書道に関する書籍、教

材、書道用具等を販売する。 

1.書籍等の販売（図書、刊行物） 

2.教材用具等の販売 

3.硬筆規定用紙の販売 

 

Ⅳ 管理部門 

1.会議 

（理事会） 

５月に前年度の決算理事会、３月に次年度の予算理事会を行う。ま

た、必要に応じて臨時理事会を行う。 

（定時評議員会） 

５月に事業報告と決算承認を行う。 

（監査会） 

５月理事会の前に２名の監事により前年度事業ならびに会計、理事

の職務状況等の監査を行う。 

2.寄附金募集 

新しい寄附金税制活用し、令和５年度第 12期寄附金を募集する。

新公益法人に対する寄附金に「税額控除」制度が新たに加わり、個

人の寄附金が一層優遇されることとなったため、平成 24年６月７

日に「税額控除にかかる証明」を受けた。のち、５年ごとに証明書

の更新手続きを行い、平成 29年６月７日、令和４年６月 17日に再

認定を受けた。今後も税額控除を継続して申請する。ホームペー

ジ、機関誌、館報などを通じて、寄附金についてのより一層のＰＲ

及び獲得に努める。 

3.会員募集 

令和５年度も継続して会員の役割の明確化をはかり、晴嵐館維持運

営に対する自覚を周知することで会員入会の勧誘強化を進める。会

費の３分の１を公益目的事業に使用し、事業活動の充実を図る。 

4.業務執行体制 

（職員） 

事務局業務を執行するため、管理部門１名、事業部門１名を配置す

る。 

（非常勤職員） 

事務局業務を補助するため、経理担当２名、事業担当２名を配置す

る。 

（臨時職員） 

事務局業務を補助するため、臨時職員若干名を配置する。 

（非常勤専門委員） 

一般毛筆・硬筆『書芸中道』、学生毛筆・硬筆『中道』を編集発行

するため、専門委員として編集委員（非常勤）、臨時編集委員を若

干名配置する。 

競書、検定試験、コンクール等の作品審査のため、専門委員として

審査委員（非常勤）を若干名配置する。 

5.福利厚生 

（労働保険） 

職員の福利厚生および災害補償に対応するため、労働保険に継続加



晴嵐館報 令和５年 3 月 15 日発行 第 38 号 

 

 7 

入する。 

6.団体加入 

（小牧法人会） 

法人の運営を円滑にするため、小牧法人会に継続加入する。 

（愛知県博物館協会） 

博物館運営活動を円滑にするため、愛知県博物館協会に継続加入す

る。 

（江南市社会福祉協議会） 

地域福祉の推進に努めるため、江南市社会福祉協議会に継続加入す

る。 

（豊道春海顕彰会） 

大池晴嵐の師、豊道春海の事績を顕彰するため、豊道春海顕彰会に

継続加入する。 

7.規程等の整備 

内部規制のための規程・規則として、「委員会規程」「倫理規程」

「理事の職務権限規程」などを順次整備する。 

8.税理士の関与及び納税 

決算時に、決算書類ならびに納税に関する指導を受け、事業税（均

等割）を納税する。また、源泉税の年末調整書類を e-TAXを利用し

て作成しデータ送信する。 

9.基本金、特定資産等の管理運用 

市中銀行の定期預金、証券会社の債権、国債等により資産を管理運

用する。また、通帳等重要書類を保管するため、市中銀行の貸金庫

を利用する。 

10.役員登記、行政庁への報告 

役員変更時に名古屋法務局へ登記申請し行政庁へ報告する。 

事業報告、事業計画等を行政庁へ報告する。 

11.施設設備の保全と充実 

＜施設設備の保全整備＞ 

 汚損破損あるいは耐用年数を経過した設備の補修・取り換えをす

る。 

＜防犯、防火＞ 

休日および夜間の防犯防火を図るため、セコム株式会社とセキュリ

ティー契約を継続する。 

 

令和５年度収支予算書（損益計算ベース）令和５年４月１日～令和６年３月３１日まで 

科 目 
公益目的事業 収益事業 法人会計 

(管理費) 

予算合計 

(Ａ) 

前年度予算 

(Ｂ) 

差異(Ａ-

Ｂ) 
備考 

公１ 公２ 公共通 公小計 収１ 

Ⅰ 一般正味財産増減の部                     

１．経常増減の部                     

 (1)経常収益                     

  ①基本財産運用益                   

 

1基本財産受取利息        0   170 170 300 △ 130   

2基本財産受取分配金       0   299,484 299,484 358,000 △ 58,516   

  ②特定資産運用益                     

1特定資産受取利息      500 500   500 1,000 2,000 △ 1,000   

2特定資産受取分配金      248,478 248,478   248,478 496,956 496,000 956   

  ③受取会費                     

1受取維持費     700,000 700,000   1,400,000 2,100,000 2,100,000 0   

2受取賛助費      28,000 28,000   42,000 70,000 70,000 0   

  ④事業収入                     

1展示公開等事業収益 150,000     150,000     150,000 150,000 0   

2競書事業収益   10,900,000   10,900,000   

 

10,900,000 10,900,000 0   

3検定試験事業収益   4,500,000   4,500,000     4,500,000 4,500,000 0   

4展覧会事業収益   4,449,000   4,449,000     4,449,000 4,338,000 111,000   

5セミナー事業収益   2,218,700   2,218,700     2,218,700 695,200 1,523,500   

6研修会事業収益       0     0 0 0   

7記念事業収益   10,000   10,000     10,000 10,000 0   

8施設貸与事業収益   12,000   12,000     12,000 3,000 9,000   

9物品販売等事業収益       0 300,000   300,000 350,000 △ 50,000   

  ⑤受取寄付金                     

1受取寄付金     300,000 300,000   300,000 600,000 600,000 0   

2特別寄付金       0     0 0 0   

  ⑥雑収益                     

1受取利息       0   40 40 40 0   

2土地使用料       0     0 0 0   

3給付金       0     0 0 0   

4雑収益       0     0 0 0   

経常収益計 150,000 22,089,700 1,276,978 23,516,678 300,000 2,290,672 26,107,350 24,572,540 1,534,810   

 (2)経常費用                     

1役員報酬       0     0 0 0   

2給料手当 16,640 1,530,880   1,547,520 16,640 99,840 1,664,000 1,397,000 267,000 従事割合 

3臨時雇賃金 34,110 3,172,230   3,206,340   204,660 3,411,000 3,229,000 182,000 従事割合 

4福利厚生費 100 9,200   9,300 100 600 10,000 10,000 0 従事割合 

5交際費   33,250   33,250   1,750 35,000 35,000 0 従事割合 

6慶弔見舞費   57,000   57,000   3,000 60,000 60,000 0 従事割合 

7会議費   189,000   189,000   68,000 257,000 271,000 △ 14,000 直接対応 

8旅費交通費 30,000 552,000   582,000   65,000 647,000 667,000 △ 20,000 直接対応 

9通信運搬費 10,680 1,046,640   1,057,320   10,680 1,068,000 1,051,000 17,000 使用割合 

10消耗什器備品費 600 58,800   59,400   600 60,000 210,000 △ 150,000 使用割合 

11消耗品費 3,330 326,340   329,670   3,330 333,000 388,000 △ 55,000 使用割合 

12印刷製本費 10,000 7,607,000   7,617,000 200,000 20,000 7,837,000 7,944,000 △ 107,000 直接対応 

13賃借料 3,745 367,010   370,755   3,745 374,500 305,000 69,500 使用割合 

14修繕費 5,000 237,500   242,500   7,500 250,000 250,000 0 使用割合 

15光熱水費 6,000 588,000   594,000   6,000 600,000 420,000 180,000 使用割合 

16火災保険料 10,600 14,575   25,175   1,325 26,500 25,000 1,500 使用割合 

17諸謝金 2,470 227,240   229,710 2,470 14,820 247,000 248,000 △ 1,000 従事割合 

18調査研究費 3,000 35,000   38,000     38,000 38,000 0 直接対応 

19審査料   286,000   286,000     286,000 286,000 0 直接対応 

20保守費 156,000 214,500   370,500   19,500 390,000 390,000 0 使用割合 

21施設管理費 7,200 662,400   669,600 7,200 43,200 720,000 720,000 0 従事割合 
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22租税公課 710 65,320   66,030 710 4,260 71,000 71,000 0 従事割合 

23支払助成金   100,000   100,000     100,000 105,000 △ 5,000 直接対応 

24寄附金       0   2,000 2,000 2,000 0 直接対応 

25諸会費 20,000     20,000   4,000 24,000 24,000 0 直接対応 

26作品表装料 150,000 2,062,000   2,212,000     2,212,000 900,000 1,312,000 直接対応 

27会場設営費   31,000   31,000     31,000 11,000 20,000 直接対応 

28原稿料   700,000   700,000     700,000 700,000 0 直接対応 

29揮毫料   64,000   64,000     64,000 64,000 0 直接対応 

30表彰費   1,997,000   1,997,000     1,997,000 1,863,000 134,000 直接対応 

31広告費   44,000   44,000     44,000 44,000 0 直接対応 

32資料費 100,000     100,000     100,000 100,000 0 直接対応 

33図書費   200,000   200,000     200,000 200,000 0 直接対応 

34庭園整備費 175,000 175,000   350,000     350,000 350,000 0 直接対応 

35支払手数料   85,500   85,500   4,500 90,000 90,000 0 使用割合 

36物品等仕入費用       0 50,000   50,000 50,000 0   

37減価償却費 350,898 482,484   833,382   43,862 877,244 678,747 198,497 使用割合 

38退職給付費用 2,000 184,000   186,000   14,000 200,000 200,000 0 従事割合 

39雑費       0     0 0 0   

経常費用計 1,098,083 23,404,869 0 24,502,952 277,120 646,172 25,426,244 23,396,747 2,029,497   

 当期経常増減額 △ 948,083 △ 1,315,169 1,276,978 △ 986,274 22,880 1,644,500 681,106 1,175,793 △ 494,687   

 他会計振替額     7,827 7,827  -7,827    0 0 0   

 当期一般正味財産増減額 △ 948,083 △ 1,315,169 1,284,805 △ 978,447 15,053 1,644,500 681,106 1,175,793 △ 494,687   

公１は事業報告の公益目的事業１、公２は同事業２、収１は収益事業 

 

第 12期 寄附金募集 

コロナ感染対策等をおこなっています。各種事業遂

行のため、皆様方からのご芳志をお願い申し上げま

す。 

寄附金の振込先 

郵便振替口座 00850-1-45233 晴嵐館まで 

※晴嵐館へ寄附されますと、確定申告時に所得控除

を受けることができます。「寄附金受領書」と「寄附

控除に係る証明書」は、年明けにお渡しいたします。

詳しくは税務署または税理士にお尋ねください。 

 

令和５年度 会員募集（新規・継続） 

 維持員会費、年額１口 12,000 円（晴嵐館の目

的・事業に賛同する個人） 

 賛助員会費、年額１口 10,000 円（晴嵐館の事業

に賛助する個人または書道関連団体） 

※会費の３分の１以上を公益目的の事業に使用しま

す。 

 

晴嵐館の目的および事業（定款より抜粋） 

（目的）この法人は、書家大池晴嵐の作品を始めと

する書道作品及び大池晴嵐の作品製作の場となった

庭園を公開・開放するとともに、書道芸術及び書道

教育に関する事業を行うことにより、書道文化の振

興及び書道教育の発展に寄与することを目的とする。 

（事業）第４条この法人は、前条の目的を達成する

ため、次の公益目的事業を行う。 

① 書道作品等の収集・展示及び庭園の公開に関す

る事業 

② 書道に関する講習会、展覧会その他書道教育に

関する事業 

 

名誉顧問（敬称略） 

大池廣 

 

特別維持員（敬称略） 

江良昭雄 

 

役員名簿（◎＝代表理事○＝業務執行理事） 

評議員 佐藤孝憲  佐分力夫  田島毓堂 

  野木森雅郁 長谷川正則 波多野美也 

 日比野和代 牧野圭佑  森邦明 

安田文吉  山田茂美 

理事 ◎大池茂樹  加藤三紀彦 千田道弘 

滝尚文  ○松川良治 

監事  片山泰宏  山内康男 

 

晴嵐館情報ＱＲコード 

 

この館報のバックナンバーは晴嵐館ホームページで

ご覧ください。 

 

 

〒483-8187 愛知県江南市大海道町青木 22 番地 

TEL 0587-56-3170 FAX 0587-56-3174 

E メール info@seirankan.blush.jp 

            mail@seirankan.blush.jp 

ホームページ http://seirankan.blush.jp 

mailto:info@seirankan.blush.jp
mailto:mail@seirankan.blush.jp
http://seirankan.blush.jp/
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